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オA．Baadsvik 作曲の「On A Little White Cloud」を
演奏。プロ奏者らしいすばらしい演奏で終了させた。
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写真２（ソロ ユーフォニアム）
写真（大編成アンサンブル）
第３部のステージは大編成による演奏で総勢１１人に
よる演奏でオリジナル作品である J．Stevens 作曲の
「Fanfare for Friend」でオープニング。ステージの床
が地響きするほどの大音量でファンファーレを演奏，中
学，高校等の吹奏楽部に所属している生徒さんはこのよ
うな演奏を初めて聴いた事でしょう。２曲目はG．
Faure 作曲の「Pavane」を演奏し，ゆったりした音楽
の流れに心地よく感じられる曲であり，ユーフォニアム
の豊かな響きがより安心感をあたえた。
最後はオーケストラの作品を編曲したものでG．Holst
作曲の惑星より「火星」を披露した。スネアドラムもこ
の大編成の演奏にプラスの効果をもたらし盛大にオーケ
ストラ作品らしい響きをチューバとユーフォニアムだけ
でつくりあげることができた。大小の様々な演奏があっ
た１部，２部の集大成としてこの最後の曲ですべての音
楽表現を披露できたことを奏者，観客が実感できたよう
に思う。
．ま と め
チューバとユーフォニアムだけの演奏会は近年，日本
でも盛んになり耳にする機会は増えてきた。しかし欧米
に比べるとその知名度はまだ低い。北海道の教育機関と
してこのような楽器を学べる場ができたことが大きな進
歩であるがより多くの人がこれらの楽器の演奏能力を理
解しピアノやヴァイオリン同様に音楽を楽しむことがで
きるように努力したい。
私ども１０周年記念演奏会は小さなイベントではあるが
今後の日本の音楽教育（低音金管楽器）の普及への第一
歩となり今後，チューバとユーフォニアムを愛好する
方々への意識変化へとつながる事が喜びであり，わずか
だがその任務が果たせたと信じている。今後，多くの教
育機関でもこの種の演奏会が増える事を期待し終わりに
する。
本研究は平成２３年度 北方圏学術センター研究補助を受
けて行われた。
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